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 Riboflavin is an optically active organic molecule possessing attractive functions such as 
redox activity and organocatalysis. Recently, our group has reported that carbamoylated 
riboflavins and achiral melamine derivatives formed supramolecular gels by the 
self-assembly in various organic solvents. In this study, we synthesized various optically 
active melamine derivatives and investigated their gelation behavior upon mixing with the 
carbamoylated riboflavins in organic solvents. The structure and chiroptical property of the 
obtained supramolecular gels were also elucidated. 
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	 リボフラビンは酸化還元能や有機触媒能、光学活性を有するキラル機能性有機分子

である。その多彩な機能を有するリボフラビン誘導体を用いた超分子ゲルは、超分子

ゲルの特徴を活かした高い刺激応答性とリボフラビン由来の魅力的な機能を兼ね備

えた機能性材料となることが期待される。しかしながら、リボフラビン誘導体を用い

た超分子ゲルはほとんど報告されておらず、そのキラリティを活かした応用例はなか

った 1)。 
	 最近我々のグループでは、カルバモイル化リボフラビン(1)がアキラルなメラミン
誘導体と様々な有機溶媒中でキラルな超分子集合体を形成し、オルガノゲルを形成す

ることを見出した。そこで本研究では、様々な光学活性メラミン誘導体(2)を合成し
て、それらがリボフラビン誘導体 1とキラル超分子ゲルを形成するかどうか検討を行
い、メラミン上のキラル置換基が超分

子構造に与える影響について調べた。

また、得られたゲルのキラル光学特性

などを調べるとともに、誘起された超

分子キラリティを活かし、不斉吸着材

料への応用を試みたので本発表で報告

する。 
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